
医学科4年次目次
後期

授業科目名

選択 主題 医療手話 ・・・・・・ 1年次参照

選択 主題 社会福祉 ・・・・・・ 1年次参照

選択 基幹（人文・社会） 生活と法律　刑法 ・・・・・・ 1年次参照

選択 基幹（人文・社会） 芸術 ・・・・・・ 1年次参照

選択 基幹（人文・社会） 哲学・倫理学 ・・・・・・ 1年次参照

必修 専門科目 生活生命医学（生活習慣と健康） ・・・・・・ 1

必修 専門科目 生活生命医学（死と医学） ・・・・・・ 2

必修 専門科目 社会医学チュートリアル・実習 ・・・・・・ 3

必修 専門科目 産科学 ・・・・・・ 4 ～ 5

必修 専門科目 臨床腫瘍学 ・・・・・・ 6

必修 専門科目 免疫・アレルギー ・・・・・・ 7

必修 専門科目 老年医学 ・・・・・・ 8

必修 専門科目 麻酔科学（麻酔学） ・・・・・・ 9

必修 専門科目 救急医学 ・・・・・・ 10

必修 専門科目 医療情報学１ ・・・・・・ 11

必修 専門科目 地域医療体験 ・・・・・・ 12

必修 専門科目 臨床医学特論１ ・・・・・・ 13

必修 専門科目 ＰＢＬチュートリアル ・・・・・・ 14

必修 専門科目 臨床実習入門 ・・・・・・ 15

※選択科目：選択、選択必修科目：選必、必修科目：必修は平成26年度入学者を基準としています。

※主題、基幹（人文・社会）から4年次終了までに16単位修得してください。

区分



生
活

生
命

医
学

（
生

活
習

慣
と

健
康

）

科
目

到
達

目
標

：
生

活
習

慣
と

健
康

の
関

連
、

生
活

習
慣

指
導

に
つ

い
て

理
解

・
習

得
す

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
尾

崎
　

米
厚

（
環

境
予

防
医

学
）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
1
7
(火

)
2

4
2
1

喫
煙

と
健

康
、

禁
煙

指
導

尾
崎

　
米

厚
環

境
予

防
医

学
喫

煙
と

健
康

の
関

係
、

禁
煙

指
導

法
が

説
明

で
き

る
。

喫
煙

関
連

疾
患

、
ニ

コ
チ

ン
依

存
症

の
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

、
ニ

コ
チ

ン
依

存
症

の
治

療
、

受
動

喫
煙

防
止

対
策

、
F
C

T
C

2
1
0
/
2
4
(火

)
2

4
2
1

生
活

習
慣

と
脳

血
管

疾
患

磯
　

博
康

環
境

予
防

医
学

（
非

常
勤

講
師

）
脳

血
管

疾
患

と
生

活
習

慣
の

関
係

が
説

明
で

き
る

。
脳

血
管

疾
患

、
高

血
圧

、
食

生
活

、
予

防
対

策

3
1
1
/
7
(火

)
2

4
2
1

生
活

習
慣

と
が

ん
祖

父
江

　
友

孝
環

境
予

防
医

学
（
非

常
勤

講
師

）
生

活
習

慣
と

が
ん

の
関

係
を

説
明

で
き

る
。

が
ん

の
記

述
疫

学
を

説
明

で
き

る
。

記
述

疫
学

の
動

向
、

部
位

別
が

ん
、

喫
煙

、
食

生
活

、
ア

ル
コ

ー
ル

、
が

ん
対

策

4
1
2
/
2
7
(水

)
2

1
3
1

生
活

習
慣

と
原

因
不

明
の

疾
患

中
村

　
好

一
環

境
予

防
医

学
（
非

常
勤

講
師

）
原

因
不

明
疾

患
の

原
因

究
明

の
方

法
が

分
か

る
。

川
崎

病
、

難
病

、
疫

学
研

究
方

法
論

5
1
/
9
(火

)
2

1
3
1

ア
ル

コ
ー

ル
と

健
康

尾
崎

　
米

厚
環

境
予

防
医

学
ア

ル
コ

ー
ル

と
健

康
の

関
連

を
説

明
で

き
る

。
問

題
飲

酒
者

へ
の

介
入

方
法

を
理

解
で

き
る

。

ア
ル

コ
ー

ル
と

健
康

の
関

係
、

問
題

飲
酒

者
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
、

介
入

・
治

療
方

法
、

関
連

要
因

、
W

H
O

の
世

界
戦

略

6
1
/
1
1
(木

)
2

1
3
1

生
活

習
慣

へ
の

介
入

行
動

科
学

的
方

法
尾

崎
　

米
厚

環
境

予
防

医
学

生
活

習
慣

改
善

の
た

め
の

介
入

方
法

の
理

論
と

実
際

的
方

法
を

説
明

で
き

る
。

行
動

科
学

理
論

、
行

動
科

学
的

手
法

,オ
ペ

ラ
ン

ト
条

件
付

け
、

ヘ
ル

ス
・
ビ

リ
ー

フ
・
モ

デ
ル

、
計

画
的

行
動

理
論

、
汎

理
論

的
モ

デ
ル

、
社

会
的

学
習

理
論

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

サ
ポ

ー
ト

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ル
デ

ィ
ン

グ
、

エ
コ

ロ
ジ

カ
ル

・
モ

デ
ル

、
特

定
保

健
指

導
、

ハ
イ

リ
ス

ク
・
ア

ル
ロ

ー
チ

、
ポ

ピ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
・
ア

プ
ロ

ー
チ

 
人

間
力

の
要

素
：
教

育
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
と

の
関

連
：
２

、
３

、
４

、
５

、
６

、
７

 

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
１

、
２

、
３

、
４

評
価

：
定

期
試

験
9
0
%
、

講
義

演
習

で
の

態
度

1
0
%

-医4-01-



生
活

生
命

医
学

（
死

と
医

学
）

科
目

到
達

目
標

：
 死

因
究

明
の

制
度

、
死

因
診

断
の

方
法

と
そ

の
意

義
に

つ
い

て
学

び
、

正
し

い
死

亡
診

断
書

（
死

体
検

案
書

）
の

記
載

方
法

を
知

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
 飯

野
  
守

男
（
法

医
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
9
/2

8
(木

)
2

4
2
1

法
医

学
総

論
飯

野
  
守

男
法

医
学

法
医

学
と

は
何

か
、

そ
の

意
義

・
役

割
を

理
解

す
る

。
法

医
学

の
役

割

2
1
0/

3
(火

)
2

4
2
1

医
療

に
関

す
る

法
律

水
沼

　
直

樹
法

医
学

（
非

常
勤

講
師

）

医
療

を
支

え
る

法
律

に
は

，
医

師
及

び
患

者
の

権
利

と
義

務
（
医

師
法

や
民

法
）
の

ほ
か

，
医

療
制

度
に

関
す

る
法

律
（
医

療
法

等
）
，

医
療

の
安

全
確

保
の

た
め

の
施

策
（
医

療
法

等
）
，

　
死

因
究

明
の

た
め

の
法

制
度

（
死

因
究

明
法

等
）
，

医
療

過
誤

に
ま

つ
わ

る
責

任
（
民

法
，

刑
法

，
医

師
法

等
）
等

，
多

岐
に

わ
た

り
ま

す
。

法
律

は
そ

の
基

本
原

則
を

理
解

す
る

こ
と

に
よ

り
応

用
が

容
易

で
す

。
法

律
家

の
立

場
か

ら
，

医
療

に
お

け
る

法
律

の
仕

組
み

を
理

解
し

て
い

た
だ

き
ま

す
。

医
師

の
義

務
と

裁
量

権
，

　
医

療
に

お
け

る
安

全
性

確
保

，
　

医
事

（
各

法
）
，

　
死

因
究

明

3
1
0/

5
(木

)
2

4
2
1

死
の

判
定

・
死

体
現

象
飯

野
  
守

男
法

医
学

死
の

判
定

方
法

、
死

の
医

学
的

定
義

お
よ

び
社

会
的

意
義

を
理

解
す

る
。

早
期

死
体

現
象

・
晩

期
死

体
現

象
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

死
の

判
定

、
三

徴
候

死
、

脳
死

、
死

体
現

象

4
1
0
/1

2
(木

)
2

4
2
1

損
傷

総
論

・
損

傷
各

論
1

飯
野

  
守

男
法

医
学

損
傷

の
種

類
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

鋭
器

損
傷

の
特

徴
と

成
傷

機
序

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
損

傷
の

種
類

と
特

徴
、

鋭
器

損
傷

5
1
0
/1

9
(木

)
2

4
2
1

損
傷

各
論

2
飯

野
  
守

男
法

医
学

鈍
器

損
傷

の
特

徴
と

成
傷

機
序

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
鈍

器
損

傷

6
1
0
/2

6
(木

)
2

4
2
1

損
傷

各
論

3
飯

野
  
守

男
法

医
学

交
通

損
傷

の
種

類
と

そ
の

死
因

お
よ

び
社

会
的

問
題

点
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

交
通

損
傷

7
1
0
/3

1
(火

)
2

4
2
1

損
傷

各
論

4
（
頭

部
損

傷
）

飯
野

  
守

男
法

医
学

頭
部

損
傷

の
種

類
と

そ
の

死
因

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
頭

部
損

傷

8
1
1/

2
(木

)
2

4
2
1

窒
息

総
論

・
各

論
小

片
　

守
法

医
学

（
非

常
勤

講
師

）
窒

息
の

定
義

、
頚

部
圧

迫
に

よ
る

窒
息

と
そ

の
種

類
な

ら
び

に
死

体
所

見
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

窒
息

、
頚

部
圧

迫

9
1
1
/3

0
(木

)
1

4
2
1

異
常

環
境

に
よ

る
死

飯
野

  
守

男
法

医
学

熱
傷

の
種

類
と

病
態

を
理

解
す

る
。

火
災

死
の

社
会

的
問

題
点

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
凍

死
、

感
電

死
や

飢
餓

死
な

ど
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

熱
傷

、
焼

死
と

焼
死

体
、

凍
死

、
感

電
死

、
飢

餓
死

1
0

1
2/

7
(木

)
1

4
2
1

内
因

性
急

死
飯

野
  
守

男
法

医
学

内
因

性
急

死
(い

わ
ゆ

る
突

然
死

)の
病

態
と

そ
の

社
会

的
問

題
点

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
内

因
性

急
死

、
突

然
死

1
1

1
2/

1
4
(木

)
1

4
2
1

個
人

識
別

1
（
歯

科
鑑

定
）

藤
本

　
秀

子
法

医
学

歯
科

領
域

の
個

人
識

別
、

法
歯

学
分

野
の

鑑
定

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
個

人
識

別
、

大
規

模
災

害

1
2

1
2/

2
1
(木

)
1

4
2
1

個
人

識
別

2
（
白

骨
鑑

定
）

飯
野

  
守

男
法

医
学

白
骨

の
個

人
識

別
に

つ
い

て
理

解
す

る
（
年

齢
、

性
別

、
身

長
、

死
後

経
過

時
間

な
ど

）
。

物
体

検
査

、
白

骨
鑑

定
、

個
人

識
別

1
3

1
2/

2
6
(火

)
2

1
3
1

妊
婦

・
小

児
の

法
医

学
飯

野
  
守

男
法

医
学

妊
娠

に
関

連
し

た
死

亡
、

小
児

・
乳

幼
児

に
関

す
る

法
医

学
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

妊
産

婦
死

亡
、

乳
幼

児
突

然
死

症
候

群
、

児
童

虐
待

1
4

1/
4
(木

)
2

1
3
1

死
後

画
像

診
断

1
飯

野
  
守

男
法

医
学

死
後

画
像

診
断

（
死

亡
時

画
像

診
断

、
オ

ー
ト

プ
シ

ー
・
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
、

A
i）

の
有

用
性

お
よ

び
そ

の
限

界
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

死
後

画
像

診
断

、
A

i

1
5

1
/1

5
(月

)
2

1
3
1

死
後

画
像

診
断

2
飯

野
  
守

男
法

医
学

死
後

画
像

診
断

（
死

亡
時

画
像

診
断

、
オ

ー
ト

プ
シ

ー
・
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
、

A
i）

の
有

用
性

お
よ

び
そ

の
限

界
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

死
後

画
像

診
断

、
A

i

1
6

1
/1

6
(火

)
2

1
3
1

演
習

1
：
死

亡
診

断
書

・
死

体
検

案
書

1
飯

野
  
守

男
法

医
学

死
亡

診
断

書
（
死

体
検

案
書

）
の

意
義

、
記

載
法

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
実

践
的

演
習

に
お

い
て

記
載

方
法

を
身

に
付

け
る

（
レ

ポ
ー

ト
提

出
）
。

死
亡

診
断

書
、

死
体

検
案

書

1
7

1
/1

7
(水

)
2

1
3
1

演
習

2
：
死

亡
診

断
書

・
死

体
検

案
書

2
飯

野
  
守

男
法

医
学

死
亡

診
断

書
（
死

体
検

案
書

）
の

記
載

方
法

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
実

践
的

演
習

に
お

い
て

記
載

方
法

を
身

に
付

け
る

（
レ

ポ
ー

ト
提

出
）
。

死
亡

診
断

書
、

死
体

検
案

書

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
２

、
４

、
７

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
１

、
２

、
４

評
価

：
定

期
試

験
8
0
%

レ
ポ

ー
ト

2
0
%

教
科

書
：
「
標

準
法

医
学

　
第

7
版

」
池

田
典

昭
編

、
医

学
書

院

参
考

書
：
平

成
2
9
年

度
版

死
亡

診
断

書
（
死

体
検

案
書

）
記

入
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
厚

労
省

H
P
よ

り
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
）
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社
会

医
学

チ
ュ

ー
ト

リ
ア

ル
・
実

習

科
目

到
達

目
標

：
社

会
医

学
に

関
す

る
知

識
お

よ
び

考
え

方
を

演
習

を
通

し
て

習
得

す
る

。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
尾

崎
　

米
厚

（
環

境
予

防
医

学
）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

3
1
・
3
2

9
/
2
5
/
(月

)
3
･4

E
T
U

3
-
5
~1

3
各

班
に

わ
か

れ
て

実
習

黒
沢

・
尾

崎
・
飯

野
・

加
藤

・
天

野
・
大

谷
・

増
本

・
桑

原
・
金

城
社

会
医

学
講

座
調

査
研

究
の

実
施

。
調

査
、

実
験

、
デ

ー
タ

解
析

、
資

料
整

理
、

分
析

3
3
・
3
4

1
0
/
2
/
(月

)
3
･4

E
T
U

3
-
5
~1

3
各

班
に

わ
か

れ
て

実
習

黒
沢

・
尾

崎
・
飯

野
・

加
藤

・
天

野
・
大

谷
・

増
本

・
桑

原
・
金

城
社

会
医

学
講

座
調

査
研

究
の

実
施

。
調

査
、

実
験

、
デ

ー
タ

解
析

、
資

料
整

理
、

分
析

3
5
・
3
6

1
0
/
1
0
/
(火

)
3
･4

E
T
U

3
-
5
~1

3
各

班
に

わ
か

れ
て

実
習

黒
沢

・
尾

崎
・
飯

野
・

加
藤

・
天

野
・
大

谷
・

増
本

・
桑

原
・
金

城
社

会
医

学
講

座
調

査
研

究
の

実
施

。
調

査
、

実
験

、
デ

ー
タ

解
析

、
資

料
整

理
、

分
析

3
7
・
3
8

1
0
/
1
6
/
(月

)
3
･4

E
T
U

3
-
5
~1

3
各

班
に

わ
か

れ
て

実
習

黒
沢

・
尾

崎
・
飯

野
・

加
藤

・
天

野
・
大

谷
・

増
本

・
桑

原
・
金

城
社

会
医

学
講

座
調

査
研

究
の

実
施

。
調

査
、

実
験

、
デ

ー
タ

解
析

、
資

料
整

理
、

分
析

3
9
・
4
0

1
0
/
2
3
/
(月

)
3
･4

E
T
U

3
-
5
~1

3
各

班
に

わ
か

れ
て

実
習

黒
沢

・
尾

崎
・
飯

野
・

加
藤

・
天

野
・
大

谷
・

増
本

・
桑

原
・
金

城
社

会
医

学
講

座
調

査
研

究
の

実
施

。
調

査
、

実
験

、
デ

ー
タ

解
析

、
資

料
整

理
、

分
析

4
1
～

4
3

1
0
/
3
0
/
(月

)
3
･4

･5
1
3
1

実
習

発
表

会
黒

沢
・
尾

崎
・
飯

野
・

加
藤

・
天

野
・
大

谷
・

増
本

・
桑

原
・
金

城
社

会
医

学
講

座
各

班
の

学
ん

だ
こ

と
の

共
有

。
社

会
医

学
的

考
え

か
た

4
4
～

4
6

1
1
/
6
/
(月

)
3
･4

･5
1
3
1

実
習

発
表

会
黒

沢
・
尾

崎
・
飯

野
・

加
藤

・
天

野
・
大

谷
・

増
本

・
桑

原
・
金

城
社

会
医

学
講

座
各

班
の

学
ん

だ
こ

と
の

共
有

。
社

会
医

学
的

考
え

か
た

 
教

育
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
と

の
関

連
：
２

、
３

、
４

、
５

、
６

、
７

 

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
１

、
２

、
３

、
４

評
価

：
定

期
試

験
４

０
％

、
実

習
点

６
０

％
（
実

習
態

度
等

 ）

そ
の

他
：
テ

ー
マ

に
沿

っ
た

実
習

・
演

習
を

行
い

ま
す

。
テ

ー
マ

は
担

当
分

野
で

行
い

、
班

分
け

は
学

生
間

で
決

め
て

も
ら

い
ま

す
。

祝
日

と
重

な
り

実
習

数
が

減
る

の
で

、
最

後
の

3
回

は
5
限

ま
で

と
し

て
調

整
し

ま
す

。
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産
科

学

科
目

到
達

目
標

：
産

科
学

の
病

因
・
病

態
な

ら
び

に
治

療
法

を
理

解
す

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
原

田
　

省
（
生

殖
機

能
医

学
）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
9
/
2
9
(金

)
1

1
3
1

妊
娠

の
経

過
經

遠
　

孝
子

女
性

診
療

科
群

正
常

妊
娠

の
経

過
を

説
明

で
き

る
。

妊
婦

健
診

、
妊

娠
の

成
立

、
早

産
、

正
期

産
、

過
期

産
、

2
9
/
2
9
(金

)
4

1
3
1

妊
娠

の
診

断
法

原
田

　
崇

総
合

周
産

期
母

子
医

療
セ

ン
タ

ー
妊

娠
の

診
断

法
を

説
明

で
き

る
。

産
科

の
超

音
波

検
査

法
の

所
見

を
説

明
で

き
る

。
妊

娠
反

応
、

分
娩

予
定

日
の

決
定

法
、

超
音

波
検

査
、

B
P

S

3
1
0
/
6
(金

)
1

1
3
1

胎
児

・
胎

盤
系

の
発

達
經

遠
　

孝
子

女
性

診
療

科
群

胎
児

・
胎

盤
系

の
発

達
過

程
で

の
機

能
・
形

態
的

変
化

を
説

明
で

き
る

。
受

精
、

栄
養

胚
葉

、
胎

芽
胚

葉
、

卵
膜

、
胎

盤
、

臍
帯

、
羊

水

4
1
0
/
6
(金

)
4

1
3
1

妊
娠

に
伴

う
母

体
変

化
上

垣
　

崇
女

性
診

療
科

群
妊

娠
に

伴
う

身
体

的
変

化
を

概
説

で
き

る
。

性
器

の
変

化
、

全
身

の
変

化
、

代
謝

の
変

化

5
1
0
/
1
3
(金

)
1

1
3
1

異
常

妊
娠

（
1
)

東
　

幸
弘

女
性

診
療

科
群

妊
娠

高
血

圧
症

候
群

の
病

態
・
管

理
を

説
明

で
き

る
。

妊
娠

高
血

圧
症

候
群

6
1
0
/
1
3
(金

)
4

1
3
1

異
常

妊
娠

（
2
)

荒
田

　
和

也
生

殖
機

能
医

学
妊

娠
初

期
の

異
常

を
説

明
で

き
る

。
妊

娠
悪

阻
、

流
産

、
異

所
性

妊
娠

、
胞

状
奇

胎

7
1
0
/
2
0
(金

)
1

1
3
1

異
常

妊
娠

（
3
)

東
　

幸
弘

女
性

診
療

科
群

羊
水

の
異

常
を

説
明

で
き

る
。

羊
水

過
多

、
羊

水
過

少
、

羊
水

塞
栓

症
、

巨
大

児
、

IU
G

R

8
1
0
/
2
0
(金

)
4

1
3
1

異
常

妊
娠

(4
)

荒
田

　
和

也
生

殖
機

能
医

学
妊

娠
中

期
以

後
の

異
常

を
説

明
で

き
る

。
多

胎
妊

娠
、

T
T
T
S

、
羊

水
塞

栓
症

9
1
0
/
2
7
(金

)
1

1
3
1

異
常

妊
娠

(5
)

原
田

　
崇

総
合

周
産

期
母

子
医

療
セ

ン
タ

ー
妊

娠
中

期
以

後
の

異
常

を
説

明
で

き
る

。
早

産
、

細
菌

性
腟

症
、

絨
毛

膜
羊

膜
炎

、
前

期
破

水
、

G
B

S

1
0

1
0
/
2
7
(金

)
4

1
3
1

異
常

妊
娠

(6
)

經
遠

　
孝

子
女

性
診

療
科

群
附

属
物

の
異

常
を

説
明

で
き

る
。

前
置

胎
盤

、
常

位
胎

盤
早

期
剥

離
、

H
E
L
L
P

、
子

癇

1
1

1
1
/
1
0
(金

)
1

1
3
1

妊
娠

合
併

症
(1

)
經

遠
　

孝
子

女
性

診
療

科
群

妊
娠

中
の

合
併

症
を

説
明

で
き

る
。

合
併

症
妊

娠
（
G

D
M

、
 甲

状
腺

機
能

異
常

、
自

己
免

疫
疾

患
）

1
2

1
1
/
1
0
(金

)
4

1
3
1

妊
娠

合
併

症
(2

)
荒

田
　

和
也

生
殖

機
能

医
学

妊
娠

中
の

合
併

症
を

説
明

で
き

る
。

合
併

症
妊

娠
（
呼

吸
器

、
 血

液
疾

患
、

婦
人

科
疾

患
）
、

血
液

型
不

適
合

妊
娠

1
3

1
1
/
1
7
(金

)
1

1
3
1

妊
娠

合
併

症
(3

)
經

遠
　

孝
子

女
性

診
療

科
群

妊
娠

中
の

合
併

症
を

説
明

で
き

る
。

母
子

感
染

症

1
4

1
2
/
1
(金

)
1

1
3
1

妊
娠

合
併

症
(4

)
原

田
　

崇
総

合
周

産
期

母
子

医
療

セ
ン

タ
ー

妊
娠

中
の

合
併

症
を

説
明

で
き

る
。

胎
児

奇
形

、
染

色
体

異
常

、
放

射
線

被
曝

、
薬

の
催

奇
性
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回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
5

1
2
/
8
(金

)
1

1
3
1

分
娩

の
経

過
（
1
）

上
垣

　
崇

女
性

診
療

科
群

正
常

分
娩

の
経

過
を

説
明

で
き

る
。

分
娩

の
3
要

素
、

骨
・
軟

産
道

、
児

頭
の

変
形

、
陣

痛
、

胎
勢

、
胎

位

1
6

1
2
/
1
5
(金

)
1

1
3
1

分
娩

の
経

過
（
2
）

東
　

幸
弘

生
殖

機
能

医
学

正
常

分
娩

の
経

過
を

説
明

で
き

る
。

分
娩

の
前

徴
、

分
娩

第
1
期

、
分

娩
第

2
期

、
分

娩
第

3
期

、
胎

盤
の

剥
離

と
娩

出

1
7

1
2
/
2
2
(金

)
1

1
3
1

胎
児

心
拍

数
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
原

田
　

崇
総

合
周

産
期

母
子

医
療

セ
ン

タ
ー

分
娩

監
視

装
置

に
よ

る
検

査
法

の
意

義
と

異
常

所
見

を
説

明
で

き
る

。
胎

児
心

拍
数

図
が

判
読

で
き

る
。

C
T
G

、
N

S
T
、

fe
ta

l 
w

e
llb

e
in

g、
h
P

L
、

E
3

1
8

1
2
/
2
8
(木

)
1

1
3
1

異
常

分
娩

(1
)

東
　

幸
弘

女
性

診
療

科
群

産
道

の
異

常
を

説
明

で
き

る
。

骨
産

道
、

C
P

D
、

軟
産

道
強

靱
症

、
回

旋
異

常

1
9

1
2
/
2
8
(木

)
4

1
3
1

異
常

分
娩

(2
)

荒
田

　
和

也
生

殖
機

能
医

学
産

科
出

血
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
産

科
出

血
（
子

宮
内

反
症

、
弛

緩
出

血
、

癒
着

胎
盤

）
、

産
道

損
傷

2
0

1
/
4
(木

)
1

1
3
1

異
常

分
娩

(3
)

原
田

　
崇

総
合

周
産

期
母

子
医

療
セ

ン
タ

ー
陣

痛
の

異
常

を
説

明
で

き
る

。
微

弱
陣

痛
、

過
強

陣
痛

、
遷

延
分

娩
、

陣
痛

促
進

剤
、

過
期

産

2
1

1
/
5
(金

)
1

1
3
1

産
褥

上
垣

　
崇

女
性

診
療

科
群

産
褥

の
過

程
と

異
常

産
褥

の
病

態
を

説
明

で
き

る
。

乳
房

・
乳

腺
の

妊
娠

中
と

授
乳

期
の

で
の

変
化

を
説

明
で

き
る

。

子
宮

復
古

、
悪

露
、

乳
汁

分
泌

、
子

宮
復

古
不

全
、

産
褥

熱
、

乳
腺

炎
、

血
栓

症

2
2

1
/
5
(金

)
4

1
3
1

産
科

手
術

荒
田

　
和

也
生

殖
機

能
医

学
産

科
手

術
を

説
明

で
き

る
。

帝
王

切
開

術
、

子
宮

頚
管

縫
縮

術
、

流
産

手
術

、
骨

盤
位

分
娩

、
産

科
救

急

2
3

1
/
1
0
(水

)
1

1
3
1

少
子

化
対

策
に

求
め

ら
れ

る
も

の
―

産
婦

人
科

医
の

重
要

性
―

吉
村

　
泰

典
生

殖
機

能
医

学
（
非

常
勤

講
師

）
産

科
学

に
つ

い
て

概
要

が
理

解
で

き
る

。
妊

娠
お

よ
び

分
娩

に
関

す
る

最
近

話
題

、
統

計
、

関
係

法
規

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
. 
2
. 
3
. 
7
.

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
. 
2
. 
4
.

評
価

：
定

期
試

験
　

1
0
0
%

参
考

書
：
病

気
が

見
え

る
 v

o
l1

0
 産

科
　

M
E
D

IC
 M

E
D

IA
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臨
床

腫
瘍

学

科
目

到
達

目
標

：
臨

床
腫

瘍
学

の
基

本
を

理
解

す
る

。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
磯

本
　

一
（
が

ん
セ

ン
タ

ー
）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
5
(木

)
4

1
3
1

が
ん

の
生

物
学

大
山

　
賢

治
が

ん
セ

ン
タ

ー
が

ん
の

発
生

・
進

展
に

お
け

る
生

物
学

的
特

性
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

が
ん

、
増

殖
シ

グ
ナ

ル
、

免
疫

回
避

機
構

2
10

/
1
9
(木

)
4

1
3
1

支
持

療
法

・
症

状
管

理
阪

本
　

智
宏

化
学

療
法

セ
ン

タ
ー

副
作

用
対

策
、

症
状

管
理

を
理

解
す

る
。

副
作

用
、

呼
吸

器
症

状
、

消
化

器
症

状

3
1
1
/
2
(木

)
4

1
3
1

化
学

療
法

阪
本

　
智

宏
化

学
療

法
セ

ン
タ

ー
が

ん
の

化
学

療
法

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
化

学
療

法
、

分
子

標
的

治
療

4
11

/
1
6
(木

)
4

1
3
1

標
準

治
療

と
が

ん
救

急
磯

本
　

一
が

ん
セ

ン
タ

ー
が

ん
の

標
準

治
療

と
が

ん
救

急
へ

の
対

応
を

理
解

す
る

。
手

術
、

放
射

線
、

抗
が

ん
剤

、
が

ん
救

急

5
1
2
/
7
(木

)
4

1
3
1

疼
痛

管
理

大
山

　
賢

治
が

ん
セ

ン
タ

ー
が

ん
性

疼
痛

の
機

序
と

管
理

法
を

理
解

す
る

。
鎮

痛
薬

、
鎮

痛
補

助
薬

、
疼

痛
管

理

6
1
/
4
(木

)
4

1
3
1

予
防

・
検

診
・
診

断
磯

本
　

一
が

ん
セ

ン
タ

ー
発

が
ん

予
防

お
よ

び
が

ん
の

診
断

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
集

団
検

診
、

画
像

診
断

、
腫

瘍
マ

ー
カ

ー

7
1
/
1
1
(木

)
4

1
3
1

心
理

社
会

的
側

面
岡

本
　

敏
明

緩
和

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

が
ん

患
者

や
家

族
の

心
理

を
理

解
す

る
。

精
神

症
状

、
地

域
連

携
、

社
会

的
基

盤

8
1
/
1
5
(月

)
4

1
3
1

臨
床

試
験

大
山

　
賢

治
が

ん
セ

ン
タ

ー
が

ん
の

臨
床

試
験

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

、
臨

床
試

験

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
　

1
,2

,3

学
位

授
与

の
方

針
と

関
連

：
1
,2

評
価

：
定

期
試

験
1
0
0
%

教
科

書
：
が

ん
診

療
レ

ジ
デ

ン
ト

マ
ニ

ュ
ア

ル
第

7
版

(医
学

書
院

)

-医4-06-



免
疫

・
ア

レ
ル

ギ
ー

科
目

到
達

目
標

：
免

疫
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

の
病

態
を

理
解

し
、

診
断

お
よ

び
治

療
を

説
明

で
き

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
竹

内
　

裕
美

（
耳

鼻
咽

喉
･頭

頸
部

外
科

学
）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
9
/2

9
(金

)
3

1
3
1

膠
原

病
性

肺
炎

山
崎

　
章

分
子

制
御

内
科

学
膠

原
病

肺
の

病
態

を
理

解
し

、
症

候
、

診
断

お
よ

び
治

療
を

説
明

で
き

る
。

膠
原

病
肺

、
慢

性
関

節
リ

ウ
マ

チ
、

強
皮

症
、

皮
膚

筋
炎

、
間

質
性

肺
炎

2
1
0/

5
(木

)
3

1
3
1

耳
鼻

咽
喉

科
領

域
の

免
疫

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
竹

内
　

裕
美

耳
鼻

咽
喉

・
頭

頸
部

外
科

学
主

な
耳

鼻
咽

喉
科

領
域

の
免

疫
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

の
病

態
、

診
断

、
治

療
を

説
明

で
き

る
。

ベ
ー

チ
ェ

ッ
ト

病
、

シ
ェ

ー
グ

レ
ン

症
候

群
、

ヴ
ェ

ゲ
ナ

ー
症

候
群

、
鼻

ア
レ

ル
ギ

ー
類

似
疾

患

3
1
0/

6
(金

)
3

1
3
1

ア
ナ

フ
ィ

ラ
キ

シ
ー

山
崎

　
章

分
子

制
御

内
科

学
ア

ナ
フ

ィ
ラ

キ
シ

ー
の

病
態

を
理

解
し

、
症

候
、

診
断

お
よ

び
治

療
を

説
明

で
き

る
。

ア
ナ

フ
ィ

ラ
キ

シ
ー

、
シ

ョ
ッ

ク
、

Ig
E
、

ハ
チ

、
皮

下

4
1
0/

1
3
(金

)
3

1
3
1

悪
性

関
節

リ
ウ

マ
チ

山
崎

　
章

分
子

制
御

内
科

学
悪

性
関

節
リ

ウ
マ

チ
の

病
態

を
理

解
し

、
症

候
、

診
断

お
よ

び
治

療
を

説
明

で
き

る
。

悪
性

関
節

リ
ウ

マ
チ

、
全

身
性

動
脈

炎
型

、
末

梢
動

脈
炎

型

5
1
0/

1
9
(木

)
3

1
3
1

薬
物

ア
レ

ル
ギ

ー
長

谷
川

　
純

一
薬

物
治

療
学

主
な

薬
物

ア
レ

ル
ギ

ー
を

列
挙

し
予

防
策

と
対

処
法

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
ア

レ
ル

ギ
ー

、
薬

物
有

害
反

応
、

薬
疹

、
S
J
S
、

T
E
N

、
薬

剤
性

過
敏

症
症

候
群

6
1
0/

2
0
(金

)
3

1
3
1

筋
炎

足
立

　
正

 
脳

神
経

内
科

学
皮

膚
筋

炎
、

多
発

筋
炎

の
症

候
、

診
断

と
治

療
を

説
明

で
き

る
。

皮
膚

筋
炎

、
多

発
筋

炎

7
1
1/

2
(木

)
3

1
3
1

膠
原

病
の

皮
膚

病
変

山
田

　
七

子
卒

後
臨

床
研

修
セ

ン
タ

ー
膠

原
病

の
皮

疹
を

理
解

し
、

そ
の

種
類

を
列

挙
で

き
る

。
蝶

形
紅

斑
、

ヘ
リ

オ
ト

ロ
ー

プ
疹

、
ゴ

ッ
ト

ロ
ン

徴
候

、
指

尖
潰

瘍
、

皮
膚

硬
化

、
光

線
過

敏
、

脱
毛

、
メ

カ
ニ

ッ
ク

ス
ハ

ン
ド

8
1
1/

1
0
(金

)
3

1
3
1

ア
レ

ル
ギ

ー
性

鼻
炎

榎
本

　
雅

夫
耳

鼻
咽

喉
・
頭

頸
部

外
科

学
（
非

常
勤

講
師

）

花
粉

症
を

含
め

た
鼻

ア
レ

ル
ギ

ー
の

病
態

を
理

解
し

、
症

候
、

診
断

、
治

療
を

説
明

で
き

る
。

h
o
u
se

 d
u
st

 m
it
e
、

花
粉

症
、

Ig
E
、

 肥
満

細
胞

、
T
h
1
･

T
h
2
、

サ
イ

ト
カ

イ
ン

9
1
1/

1
6
(木

)
3

1
3
1

血
管

炎
症

候
群

，
混

合
性

結
合

織
病

(M
C

T
D

)
長

谷
川

　
泰

之
第

三
内

科
診

療
科

群
血

管
炎

症
候

群
の

病
態

、
診

断
、

治
療

が
理

解
で

き
る

。
高

安
病

、
結

節
性

多
発

動
脈

炎
、

A
N

C
A

関
連

血
管

炎

1
0

12
/
7
(木

)
3

1
3
1

血
管

炎
症

候
群

長
谷

川
　

泰
之

第
三

内
科

診
療

科
群

M
C

T
D

の
病

態
、

診
断

、
治

療
が

理
解

で
き

る
。

抗
U

1
-
R

N
P

抗
体

、
ソ

ー
セ

ー
ジ

様
手

指
、

肺
高

血
圧

症

1
1

1
2/

2
8
(木

)
3

1
3
1

全
身

性
エ

リ
テ

マ
ト

ー
デ

ス
(S

L
E
)

岡
崎

　
亮

太
第

三
内

科
診

療
科

群
S
L
E
の

病
態

、
診

断
、

治
療

が
理

解
で

き
る

。
蝶

形
紅

斑
、

抗
核

抗
体

、
中

枢
神

経
ル

ー
プ

ス
、

ル
ー

プ
ス

腎
炎

1
2

1/
4
(木

)
3

1
3
1

強
皮

症
，

シ
ェ

ー
グ

レ
ン

症
候

群
岡

崎
　

亮
太

第
三

内
科

診
療

科
群

強
皮

症
、

シ
ェ

ー
グ

レ
ン

症
候

群
の

病
態

、
診

断
、

治
療

が
理

解
で

き
る

。
レ

イ
ノ

ー
現

象
、

皮
膚

硬
化

、
C

R
E
S
T
症

候
群

、
間

質
性

肺
炎

1
3

1/
5
(金

)
3

1
3
1

眼
科

領
域

の
免

疫
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

宮
崎

　
大

眼
科

主
な

眼
科

領
域

の
免

疫
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

の
病

態
、

診
断

、
治

療
を

説
明

で
き

る
。

ブ
ド

ウ
膜

炎
、

ア
レ

ル
ギ

ー
性

結
膜

炎
、

ベ
ー

チ
ェ

ッ
ト

病
、

シ
ェ

ー
グ

レ
ン

症
候

群
、

加
齢

性
黄

斑
変

性
症

1
4

1/
1
0
(水

)
3

1
3
1

膠
原

病
の

概
念

清
水

　
英

治
分

子
制

御
内

科
学

リ
ウ

マ
チ

性
疾

患
・
膠

原
病

を
説

明
で

き
る

。
全

身
性

自
己

免
疫

疾
患

、
自

己
抗

体
、

多
臓

器
非

特
異

的
炎

症
性

疾

1
5

1/
1
1
(木

)
3

1
3
1

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
竹

内
　

裕
美

耳
鼻

咽
喉

・
頭

頸
部

外
科

学
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

の
病

態
、

診
断

、
治

療
を

説
明

で
き

る
。

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
、

口
腔

ア
レ

ル
ギ

ー
症

候
群

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
２

，
７

学
位

授
与

の
方

針
と

関
連

：
１

評
価

：
定

期
試

験
　

1
0
0
%
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老
年

医
学

科
目

到
達

目
標

：
高

齢
者

の
特

性
を

理
解

し
、

老
化

と
関

連
し

た
主

要
疾

患
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
花

島
　

律
子

（
脳

神
経

内
科

学
）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
2
7
(金

)
3

1
3
1

総
論

野
村

　
哲

志
神

経
内

科
高

齢
者

の
特

徴
や

特
有

の
病

態
の

理
解

、
対

応
。

高
齢

者
、

老
年

学
と

老
年

医
学

、
老

化
の

定
義

と
学

説
、

遺
伝

的
早

老
症

、
健

康
寿

命

2
1
0
/
3
1
(火

)
1

4
2
1

老
化

と
消

化
器

障
害

岡
野

　
淳

一
機

能
病

態
内

科
学

消
化

器
疾

患
に

お
け

る
老

化
の

理
解

。
老

化
と

消
化

器
（
総

論
）

3
1
1
/
2
(木

)
1

4
2
1

老
化

と
悪

性
腫

瘍
小

谷
　

昌
広

分
子

制
御

内
科

学
悪

性
腫

瘍
と

老
化

の
理

解
。

疫
学

、
化

学
療

法
、

手
術

療
法

、
放

射
線

治
療

、
緩

和
医

療

4
1
1
/
7
(火

)
1

4
2
1

老
化

と
消

化
器

障
害

岡
野

　
淳

一
機

能
病

態
内

科
学

消
化

器
疾

患
に

お
け

る
老

化
の

理
解

。
高

齢
者

の
消

化
器

疾
患

（
各

論
）

5
1
1
/
9
(木

)
1

4
2
1

老
化

と
呼

吸
器

障
害

井
岸

　
正

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

呼
吸

疾
患

に
お

け
る

老
化

の
理

解
。

高
齢

者
肺

炎
、

誤
嚥

、
嚥

下
反

射
、

咳
反

射
、

ワ
ク

チ
ン

6
1
1
/
1
4
(火

)
1

4
2
1

老
化

と
循

環
器

・
代

謝
障

害
加

藤
　

克
第

一
内

科
診

療
科

群
循

環
器

疾
患

に
お

け
る

老
化

の
理

解
。

老
化

の
原

則
、

生
理

的
・
病

的
老

化
、

心
臓

の
老

化
、

心
筋

梗
塞

、
心

不
全

、
閉

塞
性

動
脈

硬
化

症

7
1
1
/
1
6
(木

)
1

4
2
1

老
化

と
循

環
器

・
代

謝
障

害
大

倉
　

裕
子

病
態

情
報

内
科

学
(非

常
勤

講
師

)
代

謝
性

疾
患

に
お

け
る

老
化

の
理

解
。

生
活

習
慣

病
、

動
脈

硬
化

症
と

そ
の

危
険

因
子

、
糖

尿
病

、
甲

状
腺

の
老

化
、

骨
粗

鬆
症

8
1
2
/
2
7
(水

)
1

1
3
1

老
化

と
神

経
障

害
野

村
　

哲
志

神
経

内
科

老
化

と
神

経
障

害
の

理
解

。
加

齢
に

よ
る

神
経

系
の

変
化

、
高

齢
者

の
神

経
疾

患
（
各

論
）

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
　

2
,3

,4

学
位

授
与

の
方

針
と

関
連

：
1
,4

評
価

：
定

期
試

験
 1

0
0
%

教
科

書
：
老

年
医

学
テ

キ
ス

ト
改

訂
3
版

、
日

本
老

年
医

学
会

編
、

2
0
0
8
年

、
メ

ジ
カ

ル
レ

ビ
ュ

ー
社

-医4-08-



麻
酔

科
学

（
麻

酔
学

）

科
目

到
達

目
標

：
麻

酔
科

学
と

そ
の

周
辺

領
域

の
知

識
を

獲
得

し
、

患
者

の
全

身
管

理
法

を
説

明
で

き
る

。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
稲

垣
  

喜
三

（
麻

酔
・
集

中
治

療
医

学
）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
1/

1
3
(月

)
3

4
2
1

麻
酔

科
学

総
論

稲
垣

  
喜

三
麻

酔
･集

中
治

療
医

学
麻

酔
の

概
念

の
理

解
と

麻
酔

時
や

侵
襲

時
の

生
体

反
応

が
説

明
で

き
、

術
前

患
者

評
価

法
と

麻
酔

の
適

応
を

考
え

る
。

ス
ト

レ
ス

反
応

、
恒

常
性

維
持

機
構

、
術

前
評

価

2
1
1/

1
3
(月

)
4

4
2
1

臨
床

麻
酔

科
学

１
藤

井
　

由
衣

手
術

部
（
麻

酔
診

療
科

群
）

周
術

期
の

体
液

管
理

と
電

解
質

管
理

を
理

解
し

、
輸

液
や

輸
血

の
適

応
が

説
明

で
き

る
。

輸
液

法
、

輸
血

法
、

体
液

・
電

解
質

管
理

3
1
1/

2
0
(月

)
3

4
2
1

臨
床

麻
酔

科
学

２
藤

井
　

高
宏

麻
酔

･集
中

治
療

医
学

吸
入

麻
酔

薬
と

静
脈

麻
酔

薬
の

種
類

と
適

応
、

禁
忌

、
合

併
症

が
説

明
で

き
る

。
吸

入
麻

酔
薬

、
静

脈
麻

酔
薬

、
オ

ピ
オ

イ
ド

4
1
1/

2
0
(月

)
4

4
2
1

臨
床

麻
酔

科
学

３
倉

敷
　

達
之

手
術

部
局

所
麻

酔
薬

と
筋

弛
緩

薬
の

種
類

と
適

応
、

禁
忌

、
合

併
症

が
説

明
で

き
る

。
局

所
麻

酔
薬

、
筋

弛
緩

薬
、

区
域

麻
酔

法

5
1
1/

2
7
(月

)
3

4
2
1

臨
床

麻
酔

科
学

４
舩

木
　

一
美

麻
酔

診
療

科
群

血
液

凝
固

系
お

よ
び

血
栓

症
を

理
解

す
る

と
と

も
に

、
肺

塞
栓

症
の

予
防

と
治

療
が

説
明

で
き

る
。

抗
凝

固
法

、
深

在
静

脈
血

栓
症

、
肺

塞
栓

症

6
1
1/

2
7
(月

)
4

4
2
1

麻
酔

科
学

各
論

１
北

川
　

良
憲

麻
酔

診
療

科
群

呼
吸

器
外

科
の

麻
酔

法
と

肺
循

環
の

特
殊

性
を

理
解

す
る

。
呼

吸
生

理
、

肺
循

環
、

低
酸

素
性

肺
血

管
収

縮

7
1
2/

4
(月

)
3

4
2
1

麻
酔

科
学

各
論

２
仲

宗
根

　
正

人
麻

酔
診

療
科

群
小

児
や

妊
婦

の
病

態
生

理
を

理
解

し
、

麻
酔

法
の

選
択

と
適

応
が

説
明

で
き

る
。

小
児

麻
酔

、
産

科
麻

酔
、

周
産

期
麻

酔
管

理

8
1
2/

4
(月

)
4

4
2
1

麻
酔

科
学

各
論

３
湊

　
弘

之
麻

酔
診

療
科

群
代

表
的

な
心

臓
・
大

血
管

外
科

手
術

の
麻

酔
法

と
冠

循
環

を
理

解
す

る
。

冠
循

環
、

体
外

循
環

、
心

機
能

評
価

、
心

エ
コ

ー
法

9
1
2/

1
1
(月

)
3

4
2
1

麻
酔

科
学

各
論

４
遠

藤
　

涼
麻

酔
･集

中
治

療
医

学
脳

神
経

外
科

の
麻

酔
法

と
脳

循
環

の
特

殊
性

を
理

解
す

る
。

脳
循

環
、

脳
保

護
法

、
低

体
温

法

1
0

1
2/

1
1
(月

)
4

4
2
1

ペ
イ

ン
ク

リ
ニ

ッ
ク

１
大

槻
　

明
広

麻
酔

診
療

科
群

痛
覚

伝
達

経
路

と
疼

痛
制

御
機

構
を

理
解

し
、

痛
み

の
診

断
手

順
が

説
明

で
き

る
。

急
性

痛
、

慢
性

痛
、

下
行

性
抑

制
系

1
1

1
2/

1
8
(月

)
3

4
2
1

ペ
イ

ン
ク

リ
ニ

ッ
ク

２
青

木
　

亜
紀

手
術

部
疼

痛
治

療
に

必
要

な
神

経
ブ

ロ
ッ

ク
法

と
薬

物
の

選
択

と
適

応
が

説
明

で
き

る
。

神
経

ブ
ロ

ッ
ク

法
、

鎮
痛

薬
、

鎮
痛

補
助

薬

1
2

1
2/

1
8
(月

)
4

4
2
1

麻
酔

科
学

 u
p 

to
 d

at
e

稲
垣

　
喜

三
麻

酔
･集

中
治

療
医

学
最

近
の

麻
酔

科
学

の
話

題
か

ら
、

麻
酔

科
学

の
進

歩
を

知
る

。
筋

弛
緩

薬
、

吸
入

麻
酔

薬
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

1
3

1
2/

2
5
(月

)
3

4
2
1

集
中

治
療

医
学

１
舩

木
　

一
美

麻
酔

診
療

科
群

急
性

呼
吸

不
全

の
病

態
生

理
と

治
療

法
を

理
解

し
、

人
工

呼
吸

管
理

法
が

説
明

で
き

る
。

急
性

肺
傷

害
、

A
R

D
S
、

人
工

呼
吸

管
理

1
4

1
2/

2
5
(月

)
4

4
2
1

集
中

治
療

医
学

２
南

　
ゆ

か
り

高
次

集
中

治
療

部
急

性
循

環
不

全
の

病
態

生
理

と
治

療
法

を
理

解
し

、
循

環
補

助
法

が
説

明
で

き
る

。
シ

ョ
ッ

ク
、

循
環

補
助

法
、

循
環

作
動

薬

1
5

1/
1
5
(月

)
3

4
2
1

集
中

治
療

医
学

３
森

山
　

直
樹

高
次

集
中

治
療

部
敗

血
症

の
病

態
生

理
と

治
療

法
を

理
解

し
、

説
明

で
き

る
。

敗
血

症
性

シ
ョ

ッ
ク

、
感

染
症

、
S
IR

S

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
２

，
３

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
１

，
２

，
４

評
価

：
定

期
試

験
7
5
%

レ
ポ

ー
ト

2
5
%

参
考

書
：
ミ

ラ
ー

麻
酔

科
学

　
メ

デ
ィ

カ
ル

サ
イ

エ
ン

ス
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル

　
監

修
：
武

田
純

三
　

2
0
0
7
 年

麻
酔

科
研

修
ノ

ー
ト

改
訂

２
版

　
診

断
と

治
療

社
　

責
任

編
集

　
稲

田
英

一
　

2
0
1
4
年

　

-医4-09-



救
急

医
学

科
目

到
達

目
標

：
救

急
医

療
シ

ス
テ

ム
、

災
害

時
医

療
、

お
よ

び
各

種
救

急
疾

患
の

診
療

に
関

し
て

説
明

で
き

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
本

間
　

正
人

（
救

急
・
災

害
医

学
）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
9
/
2
5
(月

)
1

1
3
1

救
急

医
学

概
論

本
間

　
正

人
救

急
・
災

害
医

学
救

急
医

療
シ

ス
テ

ム
や

救
急

医
学

体
系

が
説

明
で

き
る

。
救

急
医

療
シ

ス
テ

ム
、

救
急

医
学

の
特

殊
性

、
救

急
医

学
体

系

2
9
/
2
5
(月

)
2

1
3
1

心
肺

蘇
生

法
総

論
本

間
　

正
人

救
急

・
災

害
医

学
心

肺
蘇

生
法

の
理

論
を

知
る

。
心

肺
停

止
患

者
の

疫
学

、
心

停
止

の
心

電
図

、
蘇

生
後

脳
症

、
B

L
S
、

A
E
D

、
A

C
L
S
、

除
細

動

3
9
/
2
6
(火

)
1

1
3
1

救
急

外
来

診
療

本
間

　
正

人
救

急
・
災

害
医

学
救

急
外

来
で

の
診

療
手

順
、

診
断

法
を

知
る

。
救

急
診

療
手

順
、

超
音

波
・
放

射
線

・
採

血
検

査

4
1
0
/
2
(月

)
1

1
3
1

外
傷

学
総

論
亀

岡
　

聖
史

救
急

・
災

害
医

学
病

院
前

救
護

体
制

に
お

け
る

外
傷

初
療

学
を

知
る

。
J
P

T
E
C

、
L
o
ad

 &
 G

o
、

P
re

ve
n
ta

bl
e
　

tr
au

m
a　

de
at

h

5
1
0
/
2
(月

)
2

1
3
1

外
傷

学
各

論
亀

岡
　

聖
史

救
急

・
災

害
医

学
救

急
外

来
に

お
け

る
外

傷
初

療
学

を
知

る
。

J
A

T
E
C

、
A

B
C

D
E
s　

ap
pr

o
ac

h
、

緊
急

治
療

を
要

す
る

損
傷

、
F
A

S
T

6
1
0
/
1
0
(火

)
1

1
3
1

救
急

外
来

診
療

２
本

間
　

正
人

救
急

・
災

害
医

学
救

急
外

来
で

遭
遇

す
る

致
死

性
の

病
態

を
学

ぶ
。

シ
ョ

ッ
ク

の
定

義
、

分
類

、
病

態
、

ア
ナ

フ
ィ

ラ
キ

シ
ー

、
P

E

7
1
0
/
1
0
(火

)
2

1
3
1

救
急

前
医

療
岡

田
　

稔
救

急
・
災

害
医

学
（
非

常
勤

講
師

）
病

院
救

護
医

療
体

制
に

つ
い

て
知

る
救

急
隊

、
救

急
救

命
士

、
メ

デ
ィ

カ
ル

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

、
特

定
行

為
、

処
置

拡
大

8
1
0
/
1
6
(月

)
1

1
3
1

熱
傷

本
間

　
正

人
救

急
・
災

害
医

学
熱

傷
の

診
療

を
知

る
。

病
態

、
診

断
、

重
症

度
、

治
療

9
1
0
/
1
6
(月

)
2

1
3
1

病
院

前
医

療
学

と
国

際
援

助
生

越
　

智
文

救
急

・
災

害
医

学
病

院
前

医
療

を
知

る
。

国
際

緊
急

援
助

隊
活

動
を

知
る

。
ド

ク
タ

ー
カ

ー
、

ド
ク

タ
ー

ヘ
リ

、
国

際
援

助

1
0

1
0
/
2
3
(月

)
1

1
3
1

急
性

中
毒

学
総

論
生

越
　

智
文

救
急

・
災

害
医

学
各

種
中

毒
の

診
療

を
知

る
。

急
性

中
毒

の
疫

学
、

農
薬

物
の

検
索

、
毒

物
の

排
除

、
解

毒
薬

・
拮

抗
薬

1
1

1
0
/
2
3
(月

)
2

1
3
1

急
性

中
毒

学
各

論
生

越
　

智
文

救
急

・
災

害
医

学
各

種
中

毒
の

診
療

を
知

る
。

医
薬

、
農

薬
、

工
業

薬
品

、
ガ

ス
、

ア
ル

コ
ー

ル
,自

然
毒

、
家

庭
用

品
、

麻
薬

中
毒

1
2

1
0
/
3
0
(月

)
1

1
3
1

災
害

医
療

総
論

本
間

　
正

人
救

急
・
災

害
医

学
災

害
医

療
体

制
を

知
る

。
災

害
拠

点
病

院
、

D
M

A
T
,広

域
医

療
搬

送
、

広
域

災
害

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

、
被

ば
く
医

療

1
3

1
0
/
3
0
(月

)
2

1
3
1

災
害

医
療

総
論

本
間

　
正

人
救

急
・
災

害
医

学
災

害
時

の
診

療
と

医
師

の
役

割
を

知
る

。
ト

リ
ア

ー
ジ

、
治

療
、

搬
送

、
ト

リ
ア

ー
ジ

タ
グ

、
C

S
C

A
T
T
T

1
4

1
1
/
6
(月

)
1

体
育

館
災

害
医

療
各

論
本

間
　

正
人

救
急

・
災

害
医

学
災

害
訓

練
災

害
救

護
訓

練

1
5

1
1
/
6
(月

)
2

体
育

館
災

害
医

療
各

論
本

間
　

正
人

救
急

・
災

害
医

学
災

害
訓

練
災

害
救

護
訓

練

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2
,3

,6

学
位

授
与

の
方

針
と

関
連

：
2
,4

評
価

：
定

期
試

験
7
0
％

、
小

テ
ス

ト
3
0
％

教
科

書
1
：
標

準
救

急
医

学
第

４
版

、
日

本
救

急
医

学
会

、
医

学
書

院
、

2
0
1
0
/
0
4

教
科

書
2
：
救

急
診

療
指

針
改

訂
第

４
版

、
日

本
救

急
医

学
会

、
へ

る
す

出
版

、
2
0
1
1
/
0
4

教
科

書
3
：
J
R

C
蘇

生
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
2
0
1
5
、

一
般

社
団

法
人

 日
本

蘇
生

協
議

会
、

医
学

書
院

、
20

1
6
/
0
2

教
科

書
4
：
外

傷
初

期
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
第

3
版

、
へ

る
す

出
版

;、
2
0
0
8
/
1
0

教
科

書
5
:改

訂
5
版

 救
急

蘇
生

法
の

指
針

2
0
1
5
 医

療
従

事
者

用
、

日
本

救
急

医
療

財
団

心
肺

蘇
生

法
委

員
会

、
へ

る
す

出
版

2
0
1
6
/
1
1
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医
療

情
報

学
１

科
目

到
達

目
標

：
個

人
情

報
保

護
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

、
診

療
録

、
電

子
カ

ル
テ

が
参

照
で

き
る

。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
近

藤
　

博
史

（
医

療
情

報
部

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
2
/
5
(火

)
1

1
3
1

著
作

権
と

e
-
le

ar
n
in

g
近

藤
　

博
史

医
療

情
報

部
著

作
権

と
e
-
le

ar
n
in

gを
説

明
で

き
る

。
著

作
権

、
e
-
le

ar
n
in

g,
 L

M
S

2
1
2
/
1
2
(火

)
1

1
3
1

医
療

情
報

学
概

説
 

近
藤

　
博

史
医

療
情

報
部

医
療

情
報

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

医
療

情
報

3
1
2
/
1
9
(火

)
1

1
3
1

個
人

情
報

保
護

鈴
木

　
英

夫
S
D

M
（
非

常
勤

講
師

）
個

人
情

報
保

護
の

概
説

が
説

明
で

き
る

。
個

人
情

報
保

護
法

、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン

4
1
2
/
2
6
(火

)
1

1
3
1

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

 
近

藤
　

博
史

医
療

情
報

部
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
が

説
明

で
き

る
。

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

、
部

門
シ

ス
テ

ム

5
1
/
9
(火

)
1

1
3
1

画
像

情
報

シ
ス

テ
ム

 
近

藤
　

博
史

医
療

情
報

部
画

像
情

報
シ

ス
テ

ム
が

説
明

で
き

る
。

画
像

情
報

、
P

A
C

S

6
1
/
1
6
(火

)
1

1
3
1

カ
ル

テ
の

記
載

 
近

藤
　

博
史

医
療

情
報

部
カ

ル
テ

の
記

載
方

法
が

概
説

で
き

る
。

P
O

M
R

、
S
O

A
P

7
1
/
1
8
(木

)
1

1
3
1

電
子

カ
ル

テ
 

近
藤

　
博

史
医

療
情

報
部

電
子

カ
ル

テ
 が

概
説

で
き

る
。

電
子

カ
ル

テ

8
1
/
1
8
(木

)
2

1
3
1

電
子

カ
ル

テ
の

実
際

近
藤

　
博

史
医

療
情

報
部

電
子

カ
ル

テ
の

現
状

を
説

明
で

き
る

。
電

子
カ

ル
テ

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
２

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
４

評
価

：
定

期
試

験
: 
8
0
, 
小

試
験

: 
1
0
, 
レ

ポ
ー

ト
: 
1
0

そ
の

他
：
★

資
料

配
布

に
も

e
-
le

ar
n
in

gを
使

用
し

ま
す

の
で

、
必

携
P
C

あ
る

い
は

図
書

館
等

の
P
C

で
対

応
し

て
く
だ

さ
い

。
授

業
中

に
使

う
こ

と
は

し
ま

せ
ん

。
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地
域

医
療

体
験

科
目

到
達

目
標

：
　

地
域

に
お

け
る

医
療

・
福

祉
・
介

護
の

活
動

と
チ

ー
ム

医
療

を
体

験
し

、
そ

こ
で

、
「
患

者
中

心
の

医
療

と
は

な
ん

だ
ろ

う
？

」
と

自
問

し
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
個

別
目

標
　

・
　

患
者

中
心

の
医

療
の

構
造

を
説

明
で

き
る

（
知

識
）

　
・
　

現
場

で
体

験
し

て
き

た
も

の
と

患
者

中
心

の
医

療
の

構
造

を
関

連
付

け
る

こ
と

が
で

き
る

（
ｽ

ｷ
ﾙ

）
　

・
　

関
連

付
け

た
も

の
を

学
生

・
教

員
・
現

場
の

ス
タ

ッ
フ

に
説

明
で

き
る

（
ｽ

ｷ
ﾙ

）
　

・
　

関
連

付
け

、
学

ん
で

き
た

も
の

を
発

表
す

る
こ

と
が

で
き

る
（
ｽ

ｷ
ﾙ

）
　

・
　

発
表

会
の

準
備

が
で

き
る

（
ｽ

ｷ
ﾙ

）
　

・
　

現
場

の
ス

タ
ッ

フ
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

ト
す

る
こ

と
が

で
き

る
（
態

度
）

　
・
　

患
者

中
心

の
医

療
と

現
場

で
体

験
し

た
も

の
の

関
連

性
を

討
議

す
る

こ
と

が
で

き
る

（
態

度
）

　
・
　

S
tu

de
n
t 

do
c
to

rと
し

て
の

目
標

設
定

が
で

き
る

（
ｽ

ｷ
ﾙ

）

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
　

谷
口

　
晋

一
（
地

域
医

療
教

育
支

援
室

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
9
/
2
7
(水

)
1

1
3
1

地
域

医
療

の
コ

ン
セ

プ
ト

谷
口

　
晋

一
地

域
医

療
学

地
域

医
療

と
そ

の
教

育
に

つ
い

て
考

え
る

。
地

域
医

療
に

求
め

ら
れ

る
役

割
と

機
能

お
よ

び
体

制
等

、
地

域
医

療
の

あ
り

方
を

概
説

で
き

る
。

医
学

教
育

、
地

域
医

療
、

生
涯

学
習

2
9
/
2
7
(水

)
2

1
3
1

分
野

間
連

携
と

介
護

保
険

制
度

浜
田

　
紀

宏
地

域
医

療
学

患
者

を
多

方
面

で
支

え
て

い
る

職
種

を
知

る
。

患
者

を
支

え
る

制
度

の
中

で
介

護
保

険
の

概
要

と
主

治
医

意
見

書
の

作
成

法
を

学
ぶ

。

介
護

保
険

制
度

、
主

治
医

意
見

書
、

チ
ー

ム
医

療

3
9
/
2
7
(水

)
3
・
4

1
3
1

地
域

医
療

体
験

に
関

す
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
地

域
医

療
学

講
座

教
員

地
域

医
療

学

4
1
0
/
4
(水

)
1
・
2

1
3
1

地
域

医
療

体
験

に
関

す
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
地

域
医

療
学

講
座

教
員

地
域

医
療

学

5
1
0
/
4
(水

)
3
・
4

1
3
1

地
域

医
療

体
験

の
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

地
域

医
療

学
講

座
教

員
地

域
医

療
学

地
域

医
療

体
験

全
体

に
つ

い
て

注
意

事
項

や
交

通
手

段
に

つ
い

て
説

明
し

ま
す

。

6
1
0
/
1
1
(水

)
1
～

4
学

外
周

辺
医

療
施

設
に

出
か

け
、

地
域

医
療

体
験

を
行

う
各

施
設

職
員

・
地

域
医

療
学

講
座

教
員

学
外

医
療

機
関

学
外

実
習

を
行

う
。

医
療

現
場

の
ス

タ
ッ

フ
な

ら
び

に
患

者
と

交
流

す
る

。
地

域
包

括
ケ

ア
、

救
急

医
療

、
地

域
医

療
、

病
院

・
診

療
所

7
1
0
/
1
8
(水

)
1
～

4
学

外
周

辺
医

療
施

設
に

出
か

け
、

地
域

医
療

体
験

を
行

う
各

施
設

職
員

・
地

域
医

療
学

講
座

教
員

学
外

医
療

機
関

学
外

実
習

を
行

う
。

医
療

現
場

の
ス

タ
ッ

フ
な

ら
び

に
患

者
と

交
流

す
る

。
地

域
包

括
ケ

ア
、

救
急

医
療

、
地

域
医

療
、

病
院

・
診

療
所

8
1
0
/
2
5
(水

)
1
～

4
学

外
周

辺
医

療
施

設
に

出
か

け
、

地
域

医
療

体
験

を
行

う
各

施
設

職
員

・
地

域
医

療
学

講
座

教
員

学
外

医
療

機
関

学
外

実
習

を
行

う
。

医
療

現
場

の
ス

タ
ッ

フ
な

ら
び

に
患

者
と

交
流

す
る

。
地

域
包

括
ケ

ア
、

救
急

医
療

、
地

域
医

療
、

病
院

・
診

療
所

9
1
1
/
1
(水

)
1
～

4
学

外
周

辺
医

療
施

設
に

出
か

け
、

地
域

医
療

体
験

を
行

う
各

施
設

職
員

・
地

域
医

療
学

講
座

教
員

学
外

医
療

機
関

学
外

実
習

を
行

う
。

医
療

現
場

の
ス

タ
ッ

フ
な

ら
び

に
患

者
と

交
流

す
る

。
地

域
包

括
ケ

ア
、

救
急

医
療

、
地

域
医

療
、

病
院

・
診

療
所

1
0

1
1
/
8
(水

)
2
～

4
1
3
1

成
果

に
関

す
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
と

総
括

地
域

医
療

学
講

座
教

員
地

域
医

療
学

地
域

包
括

ケ
ア

、
救

急
医

療
、

地
域

医
療

、
病

院
・
診

療
所

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
　

1
、

 3
、

 4
、

 5
、

 6
、

 7
学

位
授

与
の

方
針

と
の

関
連

：
　

　
1
、

 2
、

 3
、

 4

評
価

：
　

各
施

設
職

員
に

よ
る

評
価

、
e
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
対

す
る

形
成

的
評

価
、

報
告

会
で

の
発

表
を

加
味

し
て

総
合

的
に

判
断

す
る

。

参
考

書
：

地
域

医
療

学
テ

キ
ス

ト
（
自

治
医

科
大

学
監

修
）
　

医
学

書
院

 2
0
0
9

草
場

 鉄
周

：
　

家
庭

医
療

の
エ

ッ
セ

ン
ス

 (
「
ジ

ェ
ネ

ラ
リ

ス
ト

・
マ

ス
タ

ー
ズ

」
シ

リ
ー

ズ
 7

)　
カ

イ
書

林
藤

沼
 康

樹
：
　

新
・
総

合
診

療
医

学
―

家
庭

医
療

学
編

 第
2
版

　
カ

イ
書

林
Ia

n
 R

 M
c
W

h
in

n
e
y：

　
マ

ク
ウ

ィ
ニ

ー
家

庭
医

療
学

 上
巻

、
下

巻
　

ぱ
ー

そ
ん

書
房

科
目

の
目

的
：
　

S
tu

d
e
n
t 

d
o
c
to

rと
し

て
医

療
現

場
で

診
療

す
る

た
め

に
、

「
患

者
中

心
の

医
療

」
を

理
解

す
る

。

e
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
関

し
て

：
各

医
療

機
関

に
お

け
る

学
び

・
気

づ
き

を
要

領
に

沿
っ

て
、

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
に

入
力

し
て

も
ら

い
ま

す
。

入
力

期
限

は
同

じ
週

の
金

曜
日

。
教

員
が

手
分

け
し

て
皆

さ
ん

の
体

験
内

容
に

対
し

て
次

週
の

火
曜

日
ま

で
に

コ
メ

ン
ト

を
つ

け
て

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
致

し
ま

す
。

実
習

の
振

り
返

り
会

に
関

し
て

：
　

本
実

習
に

対
す

る
学

生
、

参
加

医
療

機
関

か
ら

の
評

価
を

行
う

た
め

、
1
1
月

中
に

西
部

医
師

会
館

（
旧

湊
山

球
場

横
）
で

県
西

部
の

医
療

ス
タ

ッ
フ

、
年

内
（
鳥

取
市

街
、

場
所

未
定

）
に

県
中

・
東

部
の

医
療

ス
タ

ッ
フ

を
交

え
た

ふ
り

か
え

り
会

（
意

見
交

換
会

）
を

行
う

予
定

で
す

（
期

日
は

調
整

中
）
。

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
内

で
参

加
者

を
募

り
ま

す
の

で
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
（
各

班
か

ら
1
名

は
必

ず
参

加
）
。

そ
の

他
：

実
習

を
担

当
す

る
医

療
機

関
、

交
通

手
段

等
の

詳
細

は
追

っ
て

連
絡

し
ま

す
。

9
/
2
7
の

1
、

２
時

限
講

義
（
谷

口
・
浜

田
）
は

臨
床

医
学

特
論

１
の

定
期

試
験

に
お

け
る

出
題

範
囲

に
含

め
ま

す
。
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臨
床

医
学

特
論

１

科
目

到
達

目
標

：
地

域
医

療
に

求
め

ら
れ

る
家

庭
医

療
の

概
念

を
学

ぶ
。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
谷

口
　

晋
一

（
地

域
医

療
教

育
支

援
室

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0/

3
(火

)
1

3
2
3

医
療

安
全

管
理

大
東

　
美

佐
子

看
護

部
（
非

常
勤

講
師

）

イ
ン

シ
デ

ン
ト

、
医

療
事

故
に

関
す

る
基

本
概

念
を

理
解

す
る

。
病

院
内

で
医

療
事

故
を

防
ぐ

た
め

の
危

機
管

理
の

方
法

を
理

解
す

る
。

医
療

事
故

、
ヒ

ュ
ー

マ
ン

エ
ラ

ー
、

イ
ン

シ
デ

ン
ト

、
危

機
管

理

2
1
0/

5
(木

)
1

3
2
3

矯
正

施
設

の
医

療
に

つ
い

て
」
～

刑
務

所
や

少
年

施
設

に
お

け
る

医
療

の
役

割
と

課
題

～
西

村
　

重
則

広
島

矯
正

管
区

長
（
非

常
勤

講
師

）

3
1
0
/1

2
(木

)
1

3
2
3

都
市

部
に

お
け

る
総

合
診

療
石

田
　

岳
史

さ
い

た
ま

市
民

医
療

セ
ン

タ
ー

内
科

（
非

常
勤

講
師

）
都

市
部

中
核

病
院

を
中

心
と

し
た

総
合

診
療

に
関

し
て

実
践

例
を

通
じ

て
概

説
で

き
る

。
総

合
診

療
、

地
域

包
括

医
療

、
プ

ラ
イ

マ
リ

・
ケ

ア
、

医
療

人
材

育
成

4
1
0
/1

9
(木

)
1

3
2
3

地
域

医
療

の
実

践
に

基
づ

い
た

臨
床

研
究

（
pr

ac
ti
c
e
 b

as
e
d 

re
se

ar
c
h
）

井
上

　
和

男
帝

京
大

学
地

域
医

療
学

講
座

（
非

常
勤

講
師

）
p
ra

c
ti
c
e
 b

as
e
d
 r

e
se

ar
c
h
の

実
践

例
を

レ
ビ

ュ
ー

し
、

そ
れ

を
通

じ
て

本
研

究
手

法
の

理
念

と
実

際
を

理
解

す
る

。
p
ra

c
ti
c
e
 b

as
e
d
 r

e
se

ar
c
h
、

地
域

医
療

、
臨

床
研

究

5
1
0
/2

6
(木

)
1

3
2
3

プ
ラ

イ
マ

リ
・
ケ

ア
と

家
庭

医
療

松
下

　
明

奈
義

フ
ァ

ミ
リ

ー
ク

リ
ニ

ッ
ク

（
非

常
勤

講
師

）
家

庭
医

療
学

の
基

礎
と

実
践

に
関

し
て

理
解

す
る

。
地

域
医

療
、

家
庭

医
療

学
、

地
域

包
括

医
療

、
プ

ラ
イ

マ
リ

ケ
ア

6
1
1/

8
(水

)
1

1
3
1

鹿
児

島
県

の
離

島
・
北

海
道

の
地

域
医

療
に

つ
い

て
佐

々
木

　
紀

仁
厚

沢
部

町
国

民
健

康
保

険
病

院
（
非

常
勤

講
師

）
離

島
で

住
民

を
支

え
る

た
め

に
医

師
と

し
て

何
が

必
要

か
を

考
え

る
。

離
島

医
療

、
総

合
診

療

7
1
1
/1

0
(金

)
5

3
2
3

地
域

医
療

の
現

状
と

課
題

中
川

　
正

久
島

根
県

病
院

事
業

管
理

者
（
非

常
勤

講
師

）

8
1
1
/1

6
(木

)
5

4
2
1

鳥
取

県
西

部
の

地
域

医
療

と
在

宅
医

療
野

坂
　

美
仁

鳥
取

県
西

部
医

師
会

会
長

（
非

常
勤

講
師

）

在
宅

医
療

の
概

要
を

実
践

例
を

通
じ

て
概

説
で

き
る

。
鳥

取
県

西
部

に
お

け
る

医
療

の
現

況
と

医
師

会
活

動
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

医
師

会
、

在
宅

医
療

、
在

宅
ケ

ア
、

終
末

期
医

療

9
1
2/

8
(金

)
5

3
2
3

地
域

社
会

の
高

齢
化

に
対

応
で

き
る

医
療

シ
ス

テ
ム

の
構

築
秋

下
　

雅
弘

東
京

大
学

加
齢

医
学

（
非

常
勤

講
師

）
高

齢
者

医
療

の
特

徴
を

理
解

し
、

医
療

シ
ス

テ
ム

と
し

て
展

開
す

る
方

策
を

考
え

る
。

高
齢

者
医

療
、

老
年

症
候

群

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
　

1
, 
2
, 
3
, 
4

定
期

試
験

：
次

の
講

師
に

よ
る

講
義

内
容

か
ら

出
題

す
る

：
　

石
田

、
松

下
、

中
川

、
井

上
、

野
坂

、
佐

々
木

、
秋

下
（
補

足
：
地

域
医

療
体

験
で

の
谷

口
・
浜

田
を

含
む

）

な
お

、
外

部
講

師
の

都
合

で
変

更
、

休
講

の
場

合
あ

り
。

 

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
　

1
, 
3
, 
4
, 
5
, 
6
, 
7

評
価

：
　

レ
ポ

ー
ト

内
容

に
対

す
る

評
価

や
受

講
態

度
に

試
験

結
果

を
加

味
し

て
、

総
合

的
に

判
断

す
る

。
　

　
　

　
毎

回
の

講
義

に
つ

い
て

、
指

定
記

録
シ

ー
ト

に
レ

ポ
ー

ト
を

書
き

（複
製

不
可

）、
指

定
日

の
期

限
ま

で
に

学
務

課
設

置
の

回
収

箱
に

提
出

す
る

こ
と

。
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P
B

L
チ

ュ
ー

ト
リ

ア
ル

科
目

到
達

目
標

：
診

療
参

加
型

臨
床

実
習

に
対

応
で

き
る

自
律

的
学

修
能

力
、

問
題

解
決

能
力

を
身

に
つ

け
る

。
グ

ル
ー

プ
学

修
を

通
じ

て
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

身
に

つ
け

る

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
海

藤
　

俊
行

（
学

部
教

育
支

援
室

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
1
/
1
3
(月

)
1
.2

2
1
1
/
1
4
(火

)
2

3
1
1
/
1
5
(水

)
1
.2

4
1
1
/
1
6
(木

)
2

5
1
1
/
1
7
(金

)
3
.4

6
1
1
/
2
0
(月

)
1
.2

7
1
1
/
2
1
(火

)
2

8
1
1
/
2
2
(水

)
1
.2

9
1
1
/
2
4
(金

)
1
.3

.4

1
0

1
1
/
2
7
(月

)
1
.2

1
1

1
1
/
2
8
(火

)
2

1
2

1
1
/
2
9
(水

)
1
.2

1
3

1
1
/
3
0
(木

)
2

1
4

1
2
/
1
(金

)
3
.4

1
5

1
2
/
4
(月

)
1
.2

1
6

1
2
/
5
(火

)
2

1
7

1
2
/
6
(水

)
1
.2

1
8

1
2
/
7
(木

)
2

1
9

1
2
/
8
(金

)
3
.4

2
0

1
2
/
1
1
(月

)
1
.2

2
1

1
2
/
1
2
(火

)
2

2
2

1
2
/
1
3
(水

)
1
.2

2
3

1
2
/
1
4
(木

)
2

2
4

1
2
/
1
5
(金

)
3
.4

2
5

1
2
/
1
8
(月

)
1
.2

2
6

1
2
/
1
9
(火

)
2

2
7

1
2
/
2
0
(水

)
1
.2

2
8

1
2
/
2
1
(木

)
2

2
9

1
2
/
2
2
(金

)
3
.4

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
.2

.3
.5

.6
.7

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
.2

.3
.4

評
価

：
各

コ
ー

ス
の

レ
ポ

ー
ト

、
小

テ
ス

ト
、

受
講

態
度

を
評

価
す

る
。

そ
の

他
：

全
出

席
を

原
則

と
し

、
遅

刻
は

厳
禁

と
す

る
。

E
T
U

2
-
2

2
-
3

2
-
4

3
-
2

3
-
3

3
-
4

4
-
3

4
-
4

4
-
5

4
-
6

4
-
7

1
2
2

各
コ

ー
ス

の
目

標
は

コ
ー

ス
毎

に
設

定
し

、
コ

ー
ス

開
始

時
に

配
布

す
る

。

各
コ

ー
ス

で
設

定
さ

れ
た

課
題

に
つ

い
て

、
問

題
点

を
抽

出
し

、
調

査
を

必
要

に
応

じ
て

分
担

し
て

行
う

。
学

修
内

容
を

発
表

し
、

討
議

す
る

。

コ
ー

ス
毎

に
症

例
の

ま
と

め
を

作
成

し
、

提
出

す
る

。

月
曜

日
1
限

、
水

曜
日

1
限

、
金

曜
日

3
限

（
祝

日
の

場
合

は
別

途
指

定
す

る
）
は

コ
ア

タ
イ

ム
で

す
。

コ
ア

タ
イ

ム
中

は
、

調
べ

も
の

は
せ

ず
、

問
題

の
抽

出
、

学
修

内
容

の
発

表
・
議

論
を

行
う

。

各
コ

ー
ス

の
最

終
時

限
に

は
小

テ
ス

ト
（
1
2
2
）
を

行
う

。

手
引

参
照

手
引

参
照
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臨
床

実
習

入
門

科
目

到
達

目
標

：
診

療
参

加
型

臨
床

実
習

（
ｸ
ﾘ
ﾆ
ｶ
ﾙ

･ｸ
ﾗ
ｰ

ｸ
ｼ
ｯ
ﾌ
ﾟ）

に
必

要
な

臨
床

技
能

を
実

地
修

練
す

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
海

藤
　

俊
行

（
学

部
教

育
支

援
室

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
7
/
5
(水

)
3
.4

S
C

2
9
/
2
6
(火

)
3
.4

1
3
1

3
9
/
2
8
(木

)
3
.4

1
3
1

4
1
0
/
3
(火

)
3
.4

1
3
1

5
1
0
/
1
2
(木

)
3
.4

1
3
1

6
1
0
/
1
7
(火

)
3
.4

1
3
1

7
1
0
/
2
4
(火

)
3
.4

1
3
1

8
1
0
/
2
6
(木

)
3
.4

1
3
1

9
1
0
/
3
1
(火

)
3
.4

1
3
1

1
0

1
1
/
7
(火

)
3
.4

1
3
1

1
1

1
1
/
9
(木

)
3
.4

1
1
2

1
2

1
1
/
1
4
(火

)
3
.4

1
3

1
1
/
1
5
(水

)
3
.4

1
4

1
1
/
2
1
(火

)
3
.4

1
5

1
1
/
2
2
(水

)
3
.4

1
6

1
1
/
2
8
(火

)
3
.4

1
7

1
1
/
2
9
(水

)
3
.4

1
8

1
1
/
3
0
(木

)
3
.4

1
9

1
2
/
5
(火

)
3
.4

2
0

1
2
/
6
(水

)
3
.4

2
1

1
2
/
1
2
(火

)
3
.4

2
2

1
2
/
1
3
(水

)
3
.4

2
3

1
2
/
1
4
(木

)
3
.4

2
4

1
2
/
1
9
(火

)
3
.4

2
5

1
2
/
2
0
(水

)
3
.4

2
6

1
2
/
2
1
(木

)
3
.4

2
7

1
2
/
2
6
(火

)
3
.4

2
8

1
2
/
2
7
(水

)
3
.4

2
9

1
/
9
(火

)
3
.4

3
0

1
/
1
6
(火

)
3
.4

3
1

1
/
1
7
(水

)
3
.4

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
.2

.3
.5

.6
.7

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
.2

.3
.4

評
価

：
全

出
席

を
原

則
と

し
、

レ
ポ

ー
ト

、
実

習
態

度
を

評
価

す
る

。

ﾃ
ｷ
ｽ
ﾄ
：

臨
床
実

習
入

門
の

手
引

、
診

療
参

加
型

臨
床

実
習

に
参

加
す

る
学

生
に

必
要

と
さ

れ
る
技

能
と

態
度

に
関

す
る

学
習

・
評

価
項

目
を

講
義

中
に

配
布

す
る

。

そ
の

他
：
聴

診
器

、
ペ

ン
ラ

イ
ト

、
打

腱
器

、
手

袋
、

ガ
ウ

ン
、

白
衣

、
腕

時
計

等
秒

計
測

が
で

き
る

も
の

、
筆

記
用

具
、

筆
記

ボ
ー

ド
を

各
自

で
準

備
す

る
こ

と
。

採
血

実
習

前
に

説
明

会
を

行
う

の
で

必
ず

参
加

す
る

こ
と

医
師

と
し

て
望

ま
し

い
態

度
で

患
者

に
接

す
る

こ
と

が
出

で
き

る
。

面
接

技
法

を
つ

か
う

こ
と

が
で

き
る

。

全
身

の
診

察
が

で
き

る
。

基
本

的
臨

床
手

技
（
採

血
、

外
科

基
本

手
技

、
心

電
図

、
救

急
蘇

生
を

含
む

）
を

実
施

で
き

る
。

病
歴

と
身

体
初

見
を

正
し

く
記

載
し

、
問

題
点

を
抽

出
、

列
挙

で
き

る
。

静
脈

採
血

、
医

療
面

接
、

頭
頸

部
診

察
、

胸
部

診
察

・
ﾊ

ﾞｲ
ﾀ
ﾙ

ｻ
ｲ
ﾝ
の

測
定

、
腹

部
診

察
、

神
経

診
察

、
四

肢
と

脊
柱

、
基

本
的

臨
床

手
技

、
救

急
・
全

体
状

態
の

把
握

、
医

療
安

全
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

上
記

の
内

容
を

講
義

形
式

で
行

う
（
静

脈
採

血
は

実
習

を
含

む
）
。

E
T
U

2
-
5
~8

3
-
5
~9

3
-
1
0
~1

3

S
C

S
1

S
2

S
3

S
（
神

）

実
習

第
1
ク

ー
ル

医
療

面
接

：
E
T
U

2
-
5
~8

、
頭

頸
部

診
察

：
S
2
、

胸
部

診
察

・
ﾊ

ﾞｲ
ﾀ
ﾙ

ｻ
ｲ
ﾝ
：
S
1
、

腹
部

診
察

：
S
3
、

神
経

診
察

：
S
（
神

）
、

四
肢

と
脊

柱
：
E
T
U

3
-
1
0
~1

3
、

基
本

的
臨

床
手

技
：
S
C

、
救

急
蘇

生
：
E
T
U

3
-
5
~9

各
班

に
分

か
れ

て
実

習
を

行
う

。

実
習

第
2
ク

ー
ル

医
療

面
接

：
E
T
U

2
-
5
~8

、
頭

頸
部

診
察

：
S
2
、

胸
部

診
察

・
ﾊ

ﾞｲ
ﾀ
ﾙ

ｻ
ｲ
ﾝ
：
S
1
、

腹
部

診
察

：
S
3
、

神
経

診
察

：
S
（
神

）
、

四
肢

と
脊

柱
：
E
T
U

3
-
1
0
~1

3
、

基
本

的
臨

床
手

技
：
S
C

、
救

急
蘇

生
：
E
T
U

3
-
5
~9

各
班

に
分

か
れ

て
実

習
を

行
う

。

手
引

参
照

手
引

参
照

模
擬

O
S
C

E
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